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脊椎脊髄病に伴う慢性疼痛および神経障害の病態解明







を明らかとし (Iizuka Y et al.,J Orthop Sci,2012),また,
肩こりは脊柱矢状面アライメントと関連しているという






































すいことがわかった (Itakura et al.IOVS,2014).
分泌蛋白質MFG-E8による皮膚創傷治癒の制御






















































G151R,c.451G＞Cを発見した (Taguchi,et,al.:JCEM 2012 97:1311-1319).現在私たちは,アルドステロン産生
腺腫における変異KCNJ5の臨床パラメーターへの影響
や,変異KCNJ5によるアルドステロン産生腺腫の発症
機構を分子レベルで解明し,新たな診断・治療法開発へ
の応用を検討している.
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